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◎市議会を傍聴しましょう。定例会は３·６·９· 12月に開かれます。

予 

算 

　

本
会
議
の
審
議
を
経
て
原
案
可
決
さ
れ
た
６
月
補
正
予
算
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
津
波
に
対
す
る
避
難
対
策

　

 

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
に
よ
る
震
度
分
布
と
、
津
波
高
の
新
た
な
想
定
を

受
け
、
沿
岸
部
や
島
し
ょ
部
な
ど
の
公
共
施
設
等
へ
の
標
高
の
表
示
を
行
う
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
正
確
な
標
高
が
確
認
で
き
る
「
標
高
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
・

公
開
す
る
こ
と
で
、
避
難
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
葉
佐
池
古
墳
の
整
備

　

 

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
葉
佐
池
古
墳
の
遺
構
保
護
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一
般
公
開
に

向
け
た
墳
丘
部
分
の
整
備
工
事
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
設
計
等
を
行
い
ま
す
。

●
事
業
所
内
保
育
施
設
の
整
備

　

 

企
業
等
に
お
け
る
事
業
所
内
保
育
施
設
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
愛
媛
労
働
局
か
ら

設
置
費
・
運
営
費
に
つ
い
て
助
成
を
受
け
る
事
業
者
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
準
用
河
川
等
の
護
岸
や
樋
門
な
ど
の
改
修

　

 

河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
浸
水
被
害
の
解
消
や
洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
の
防
止
を
図

る
た
め
に
、
護
岸
工
事
や
樋
門
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
が
け
崩
れ
防
災
へ
の
対
策

　

 

が
け
崩
れ
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
擁

壁
工
事
や
法
面
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
通
学
路
等
の
安
全
対
策

　

 

通
学
時
等
に
お
け
る
児
童
の
交
通
安
全
向
上
の
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
自
ら
が

歩
い
て
、
ま
た
自
転
車
に
乗
っ
て
感
じ
た
危
険
箇
所
を
抽
出
し
、
自
ら
の
手
で
「
子
ど

も
目
線
の
交
通
安
全
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
取
り
組
み
、
そ
の
作
成
過
程
を
通
し
て
交
通

安
全
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
花
園
町
通
り
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施

　

 

城
山
公
園
・
堀
之
内
と
市
内
最
大
の
結
節
点
で
あ
る
松
山
市
駅
を
結
ぶ
花
園
町
通
り
の

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観
光
客
の
誘
客
を
図

る
た
め
、
花
園
町
通
り
で
屋
台
の
設
置
な
ど
、
人
が
滞
留
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

●
市
議
会
議
員
等
報
酬
・
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

　

 

地
域
主
権
検
討
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員
待
遇
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
費
用
弁
償
の
う
ち
、
日
額
１
５
０
０
円
の
定
額
支
給
分
を

廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

意
見
書

海
上
保
安
庁
法
及
び
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る
意
見
書

　

 　

我
が
国
の
領
土
領
海
と
国
民
の
生
命
を
守
る
と
い
う
国
家
と
し
て
の
強
い
意
志
を
世

界
に
示
す
た
め
、「
海
上
保
安
庁
法
及
び
領
海
等
に
お
け
る
外
国
船
舶
の
航
行
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
早
期
成
立
を
強
く
要
望
す
る
。

可決された主な議案

　

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
を
、
６
月
14
日
か
ら
20
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
、
７
月
３
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
予
算
案
等
の
提
案
説
明
を

行
い
、
６
月
20
・
21
・
22
日
に
は
12
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
市
政
全
般
に

わ
た
り
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

つ
い
で
、
26
・
27
・
28
日
に
は
６
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
な
ど
に
つ
い
て
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
18
件
の
う
ち
、
15
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
あ
る
い
は
同
意
し
、
３
件
を
否
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
承
認
１
件
は
承
認
、
意
見
書
案
２
件
に
つ

い
て
は
原
案
可
決
が
１
件
、
否
決
１
件
、
さ
ら
に
請

願
８
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
閉
会
中
も
継
続
し

て
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
「
議
案
等
議
員
別

表
決
結
果
一
覧
表
」（
４
・
５
面
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成24年
第２回定例会

 

平
成
24
年
度
６
月
補
正
予
算

23
億
８
５
２
１
万
２
千
円
を

原
案
可
決

副
議
長

　
就
任
に
寄
せ
て副議長

森岡　　功

　

栄
誉
あ
る
第
96
代
松
山
市
議
会
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
本
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の

向
上
に
、精
一
杯
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

近
年
の
低
迷
す
る
経
済
情
勢
や
厳
し
い

雇
用
環
境
は
、
地
方
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
議
会
で
は
、
地
域

の
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め
る
た
め
「
地

域
の
こ
と
は
、
地
域
で
き
め
る
」
と
い
う
信

念
の
も
と
、
地
域
主
権
に
対
応
し
た
議
会

制
度
や
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
議
会
基
本
条
例

や
質
問
の
あ
り
方
、
政
策
提
案
能
力
の
向

上
な
ど
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
議
論
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
市
民
の
負
託
に

応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
の
た
め
、

議
会
改
革
と
権
能
強
化
に
全
身
全
霊
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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